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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査目的 

第三期（令和７年度～令和 11 年度）計画の策定にあたり、子育て支援に関するサービスの利

用状況や今後の利用希望等を把握するため、アンケート調査を実施するものです。 

 

２ 調査設計 

（１）調査対象者 

   令和５年 11 月１日時点において、福生市在住の０歳から 15 歳までの子どもの保護者、

小学生高学年と中学生本人 

 

（２）配布数 

   ①就学前児童の保護者   1,200 名 

   ②小学生本人及び保護者  1,200 名（本人分は小学４年生から小学６年生のみ） 

   ③中学生本人及び保護者  600名 

 

（３）調査方法 

郵送配付・郵送回収及びインターネット回答 

 

（４）抽出方法 

   住民基本台帳から無作為に抽出 

 

（５）調査票発送日 

   令和５年 12月８日（金） 

 

（６）書面上提出締切日 

   令和５年 12月 28日（木） 

 

３ 回収結果（有効回収数） 

 配布数 有効回答数 有効回答率 

就学前児童の保護者 1,200通 521通 43.4％ 

小学生保護者 1,200通 348通 29.0％ 

中学生保護者 600通 214通 35.7％ 

小学生本人 600通 155通 19.2％ 

中学生本人 600通 209通 34.8％ 
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４ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・回答者数が１桁の場合、回答件数による表記としています。また、クロス集計において回答

者数が１桁の場合は、コメントを差し控えています。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 就学前保護者 

（２）子育ての環境について 

問 11 お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。

また、相談できる場所はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「いる／ある」の割合が 90.4％、「いない／な

い」の割合が 9.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

問 11－１ 問 11で「いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。お子さんの子育て

（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。当てはまる

番号すべてに○をつけてください。 

「祖父母等の親族」の割合が 78.3％と最も高

く、次いで「友人や知人」の割合が 70.1％、「保

育士」の割合が 40.6％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

いる／ある

いない／ない

無回答

90.4

9.0

0.6

92.0

5.9

2.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 521）

平成30年度調査

（回答者数 = 576）

％

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設（児童館
等）

保健センター・保健所

保育士

幼稚園教諭

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

自治体の子育て関連担当窓
口（子ども家庭支援セン
ター等）

インターネット・ＳＮＳ

その他

無回答

78.3

70.1

7.9

9.6

13.4

40.6

13.2

0.6

17.4

5.5

10.8

3.6

0.0

82.6

73.4

11.1

8.1

9.6

40.9

12.6

0.4

15.5

4.0

7.2

4.7

0.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 471）

平成30年度調査

（回答者数 = 530）
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（３）お子さんの保護者の就労状況について 

問 13 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいま

す。 

（１）母親【父子家庭の場合は記入は不要です】当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度

の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業

中ではない」、「パート・アルバイト等（「フルタイ

ム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない」の割合が 30.4％と最も高

く、次いで「産休・育休・介護休業中である」の

割合が 22.2％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）お子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

問 16 お子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用さ

れていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「利用している」の割合が 79.8％、「利用して

いない」の割合が 19.8％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 519）

平成30年度調査

（回答者数 = 574）

％

利用している

利用していない

無回答

79.8

19.8

0.4

78.3

21.5

0.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 521）

平成30年度調査

（回答者数 = 576）

％

フルタイム（１週５日程
度・１日８時間程度の就
労）で就労しており、産
休・育休・介護休業中で
はない
フルタイム（１週５日程
度・１日８時間程度の就
労）で就労しているが、
産休・育休・介護休業中
である
パート・アルバイト等
（「フルタイム」以外の
就労）で就労しており、
産休・育休・介護休業中
ではない

パート・アルバイト等
（「フルタイム」以外の
就労）で就労している
が、

産休・育休・介護休業中
である

以前は就労していたが、
現在は就労していない

無回答

30.4

12.1

30.4

2.9

22.2

1.3

0.6

29.6

9.1

31.9

2.4

25.1

0.9

1.0

0 20 40 60 80 100
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問 16－１ 問 16－１～問 16－４は、問 16で「利用している」に○をつけた方にうかが

います。お子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間

を通じて「定期的に」利用している事業をお答えください。当てはまる番号すべて

に○をつけてください。 

「認可保育所（国が定める最低基準に適合した

施設で都道府県等の認可を受けたもの）」の割合

が 59.4％と最も高く、次いで「幼稚園（通常の就

園時間の利用）」の割合が 24.0％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「認定こども園

（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）」の

割合が増加しています。一方、「認可保育所（国が

定める最低基準に適合した施設で都道府県等の

認可を受けたもの）」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

幼稚園（通常の就園時間の
利用）

幼稚園の預かり保育（通常
の就園時間を延長して預か
る事業のうち定期的な利用
のみ）

認可保育所（国が定める最
低基準に適合した施設で都
道府県等の認可を受けたも
の）

認定こども園（幼稚園と保
育施設の機能を併せ持つ施
設）

小規模な保育施設（国が定
める最低基準に適合した施
設で市町村の認可を受けた
定員概ね６～19人のもの）

家庭的保育（保育者の家庭
等で子どもを保育する事
業）

事業所内保育施設（企業が
主に従業員用に運営する施
設）

自治体の認証・認定保育施
設（認可保育所ではない
が、自治体が認証・認定し
た施設）

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育（保育者が
子どもの家庭で保育する事
業）

ほっとサービスやファミ
リー・サポート・センター
（地域住民が子どもを預か
る事業）

その他

無回答

24.0

6.5

59.4

9.4

1.0

0.2

0.7

2.2

0.7

0.0

1.7

1.4

1.2

20.0

6.2

68.3

3.1

1.3

0.9

0.9

2.0

0.2

0.0

0.4

4.2

0.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 416）

平成30年度調査

（回答者数 = 451）
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問 16－５ 問 16で「利用していない」に○をつけた方にうかがいます。利用していな

い理由は何ですか。理由として当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「子どもがまだ小さいため何歳くらいになっ

たら利用しようと考えている」の割合が 48.5％と

最も高く、次いで「（子どもの教育や発達のため、

子どもの母親か父親が就労していないなどの理

由で）利用する必要がない」の割合が 45.6％、「利

用したいが、保育・教育の事業に空きがない」の

割合が 22.3％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「利用したいが、

保育・教育の事業に空きがない」の割合が増加し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

（子どもの教育や発達のた
め、子どもの母親か父親が
就労していないなどの理由
で）利用する必要がない

子どもの祖父母や親族の人
がみている

近所の人や父母の友人・知
人がみている

利用したいが、保育・教育
の事業に空きがない

利用したいが、経済的な理
由で事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間
等の時間帯の条件が合わな
い

利用したいが、事業の質や
場所など、納得できる事業
がない

子どもがまだ小さいため何
歳くらいになったら利用し
ようと考えている

その他

無回答

45.6

2.9

0.0

22.3

1.9

3.9

2.9

48.5

6.8

2.9

47.6

4.0

1.6

12.1

3.2

2.4

0.0

51.6

12.9

0.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 103）

平成30年度調査

（回答者数 = 124）
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問 18 すべての方にうかがいます。現在、利用している、利用していないにかかわら

ず、お子さんの平日の教育・保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事

業をお答えください。当てはまる番号すべてに○をつけてください。なお、これら

の事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。認定保育所の場合、世帯収入

に応じた利用料が設定されています。 

「認定保育所（国が定める最低基準に適合した施設で都道府県等の認可を受けた定員 20 人以

上のもの）」の割合が 59.5％と最も高く、次いで「幼稚園（通常の就園時間の利用）」の割合が

43.6％、「認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）」の割合が 24.6％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 521 ％

幼稚園（通常の就園時間
の利用）

幼稚園の預かり保育（通
常の就園時間を延長して
預かる事業のうち定期的
な利用のみ）

認定保育所（国が定める
最低基準に適合した施設
で都道府県等の認可を受
けた定員20人以上のも
の）

認定こども園（幼稚園と
保育施設の機能を併せ持
つ施設）

小規模な保育施設（国が
定める最低基準に適合し
た施設で市町村の認可を
受けた定員概ね６～19人
のもの）

家庭的保育（保護者の家
庭等で５人以下の子ども
を保育する事業）

事業所内保育施設（企業
が主に従業員用に運営す
る施設）

43.6

23.2

59.5

24.6

8.8

2.3

7.5

0 20 40 60 80 100
％

自治体の認証・認定保育
施設（認可保育所ではな
いが、自治体が認証・認
定した施設）

その他の認可外の保育施
設

居宅訪問型保育（保育者
が子どもの家庭で保育す
る事業）

ファミリー・サポート・
センター（地域住民が子
どもを預かる事業）

その他

無回答

3.5

1.7

3.8

7.5

0.8

2.9

0 20 40 60 80 100
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問 20 問 19のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、でき

れば今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。当てはまる

番号一つに○をつけて、おおよその利用回数（頻度）を（  ）内に数字でご記入

ください。 

「新たに利用したり、利用日数を増やしたいと

は思わない」の割合が 63.9％と最も高く、次いで

「利用していないが、今後利用したい」の割合が

22.6％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「利用していな

いが、今後利用したい」「すでに利用しているが、

今後利用日数を増やしたい」の割合が増加してい

ます。 

 

  

％

利用していないが、今後利
用したい

すでに利用しているが、今
後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日
数を増やしたいとは思わな
い

無回答

22.6

9.8

63.9

3.6

4.7

0.3

59.9

35.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 521）

平成30年度調査

（回答者数 = 576）
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問 21 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利

用したいと思うものをお答えください。①～⑫の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれに

ついて、「はい」「いいえ」のいずれかに○をつけてください。 

Ａ知っている 

『②保健センターの育児相談等』で「はい」の割合が高くなっています。一方、『⑪保育協議会

（なかよしクラブ）』で「いいえ」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 521

①パパママクラス（母親・父親・
　両親学級）、離乳食教室等

②保健センターの育児相談等

③子育て世代包括支援センターの
　相談事業

④子育て世代包括支援センターの
　巡回相談事業

⑤家庭教育に関する学級・講座
　（児童館・公民館など）

⑥教育センター・教育相談室

⑦保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑧子ども家庭支援センター（子ど
　もと家庭の相談窓口）

⑨自治体発行の子育て支援情報誌
　（子育てハンドブックなど）

⑩はとぽっぽやほっとひろばなど
　の子育てサロン

⑪保育協議会（なかよしクラブ）

⑫図書館の乳幼児タイム、おはな
　し会

86.2

87.9

61.4

48.0

54.5

41.5

78.9

70.4

59.3

49.1

33.0

70.6

13.2

11.5

37.0

49.3

43.6

56.2

19.6

27.4

38.8

49.3

65.3

27.4

0.6

0.6

1.5

2.7

1.9

2.3

1.5

2.1

1.9

1.5

1.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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Ｂこれまでに利用したことがある 

『①パパママクラス（母親・父親・両親学級）、離乳食教室等』で「はい」の割合が高くなって

います。一方、『⑪保育協議会（なかよしクラブ）』で「いいえ」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 521

①パパママクラス（母親・父親・
　両親学級）、離乳食教室等

②保健センターの育児相談等

③子育て世代包括支援センターの
　相談事業

④子育て世代包括支援センターの
　巡回相談事業

⑤家庭教育に関する学級・講座
　（児童館・公民館など）

⑥教育センター・教育相談室

⑦保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑧子ども家庭支援センター（子ど
　もと家庭の相談窓口）

⑨自治体発行の子育て支援情報誌
　（子育てハンドブックなど）

⑩はとぽっぽやほっとひろばなど
　の子育てサロン

⑪保育協議会（なかよしクラブ）

⑫図書館の乳幼児タイム、おはな
　し会

54.3

46.4

19.6

17.1

20.2

10.7

35.1

21.9

22.6

13.1

9.6

30.1

41.3

48.9

72.9

75.2

72.7

81.6

58.9

70.8

70.1

79.5

82.7

63.0

4.4

4.6

7.5

7.7

7.1

7.7

6.0

7.3

7.3

7.5

7.7

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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Ｃ今後利用したい 

『⑪保育協議会（なかよしクラブ）』で「いいえ」の割合が高くなっています。一方、『⑫図書

館の乳幼児タイム、おはなし会』で「はい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい いいえ 無回答

回答者数 = 521

①パパママクラス（母親・父親・
　両親学級）、離乳食教室等

②保健センターの育児相談等

③子育て世代包括支援センターの
　相談事業

④子育て世代包括支援センターの
　巡回相談事業

⑤家庭教育に関する学級・講座
　（児童館・公民館など）

⑥教育センター・教育相談室

⑦保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑧子ども家庭支援センター（子ど
　もと家庭の相談窓口）

⑨自治体発行の子育て支援情報誌
　（子育てハンドブックなど）

⑩はとぽっぽやほっとひろばなど
　の子育てサロン

⑪保育協議会（なかよしクラブ）

⑫図書館の乳幼児タイム、おはな
　し会

29.9

45.3

34.9

30.5

43.6

36.5

49.5

37.6

42.6

31.7

28.0

53.0

60.8

45.5

55.7

59.7

48.2

54.7

41.7

53.4

48.4

58.9

63.3

38.8

9.2

9.2

9.4

9.8

8.3

8.8

8.8

9.0

9.0

9.4

8.6

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（７）お子さんの病気の際の対応について 

（平日の教育・保育を利用する方のみ） 

問 24 平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた保護者の方（問 16で

１に○をつけた方）にうかがいます。利用していらっしゃらない方は、問 25にお進

みください。この１年間に、お子さんが病気やケガで通常の事業が利用できなかっ

たことはありますか。 

「あった」の割合が 81.7％、「なかった」の割

合が 14.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

問 24－１ お子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなか

った場合に、この１年間に行った対処方法として当てはまる番号すべてに○をつ

け、それぞれの日数についても（  ）内に数字でご記入ください。（半日程度の対

応の場合も１日と数えてください。） 

「母親が休んだ」の割合が 82.9％と最も高く、

次いで「父親が休んだ」の割合が 43.2％、「（同居

者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」

の割合が 25.9％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「父親が休んだ」

の割合が増加しています。一方、「（同居者を含む）

親族・知人に子どもをみてもらった」「病児・病後

児の保育を利用した」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

あった

なかった

無回答

81.7

14.4

3.8

78.5

16.9

4.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 416）

平成30年度調査

（回答者数 = 451）

％

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知
人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労し
ていない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用
した

ベビーシッターを利用した

ほっとサービスやファミ
リー・サポート・センター
を利用した

仕方なく子どもだけで留守
番をさせた

その他

無回答

43.2

82.9

25.9

13.8

13.8

0.3

0.0

1.5

2.1

0.0

33.3

81.6

35.6

15.3

19.2

2.0

1.7

1.7

2.3

2.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 340）

平成30年度調査

（回答者数 = 354）
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問 24－２ 問 24－１で「１」「２」のいずれかに回答した方にうかがいます。その際、

「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。当

てはまる番号１つに○をつけ、日数についても（  ）内に数字でご記入くださ

い。なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用

前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

「できれば病児・病後児保育施設等を利用した

い」の割合が 43.3％、「利用したいとは思わない」

の割合が 54.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

（９）お子さんが５歳以上である方に、小学校就学後の放課後の 

過ごし方について 

問 28 お子さんについて、低・中学年（１～４年生）のうちは、放課後（平日の小学校

終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号す

べてに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。また、

「学童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も（  ）内に数字でご記入くだ

さい。時間は必ず（例）18時のように 24 時間表記でご記入ください。 

「ふっさっ子の広場」、「学童クラブ」の割合が

52.7％と最も高く、次いで「自宅」の割合が 51.4％

となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「自宅」「習い

事（ピアノ教室、サッカークラブなど）」「児童館」

「ふっさっ子の広場」「公園」の割合が増加して

います。一方、「学童クラブ」の割合が減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

できれば病児・病後児保育
施設等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答

43.3

54.4

2.3

44.9

52.7

2.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 298）

平成30年度調査

（回答者数 = 296）

％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッ
カークラブなど）

学習塾

児童館

ふっさっ子の広場

学童クラブ

ファミリー・サポート・セ
ンターのサービス

公園

図書館

その他

無回答

51.4

8.1

41.9

6.8

12.2

52.7

52.7

0.0

16.2

4.1

6.8

1.4

31.5

8.7

30.4

6.5

5.4

40.2

68.5

3.3

6.5

3.3

1.1

5.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 74）

平成30年度調査

（回答者数 = 92）
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（11）あなたの子育てについて 

問 33 あなたは、子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか、それとも辛いと感

じることが多いと思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「楽しいと感じることの方が多い」の割合が

57.0％と最も高く、次いで「楽しいと感じること

と、辛いと感じることが同じくらいある」の割合

が 36.5％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

問 33－２ 問 33で「楽しいと感じることと、辛いと感じることが同じくらいある」「辛

いと感じることの方が多い」と回答した方にうかがいます。子育てが辛いと思う時

は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「身体や精神的な疲れがある時」の割合が

78.6％と最も高く、次いで「時間などの制約や自

由な時間が阻害される時」の割合が 77.2％、「子

育てが思い通りにならない時」の割合が 64.1％と

なっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「時間などの制

約や自由な時間が阻害される時」「子どもが病気

の時」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

楽しいと感じることの方が
多い

楽しいと感じることと、辛
いと感じることが同じくら
いある

辛いと感じることの方が多
い

わからない

その他

無回答

57.0

36.5

3.1

1.3

0.0

2.1

58.2

36.8

1.9

0.9

0.7

1.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 521）

平成30年度調査

（回答者数 = 576）

％

時間などの制約や自由な時
間が阻害される時

子育てが思い通りにならな
い時

身体や精神的な疲れがある
時

協力者や相談者がいない時

子どもが病気の時

自分が病気の時

その他

無回答

77.2

64.1

78.6

19.9

53.4

53.4

5.3

4.9

60.5

59.6

79.4

20.6

26.9

50.7

8.5

4.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 206）

平成30年度調査

（回答者数 = 223）
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問 35 子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。当てはまる

番号３つまで○をつけてください。 

「仕事と家庭生活の両立」の割合が 34.9％と最

も高く、次いで「保育サービスの充実」の割合が

31.5％、「地域における子育て支援の充実」の割

合が 29.2％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「地域における

子育て支援の充実」「妊娠・出産に対する支援」

「乳児の育児に対する支援」「子育てしやすい住

居・まちの環境面での充実」の割合が増加してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困窮別】 ※中央値…245万円 

生活困窮別にみると、中央値の１／２以上中央値未満で「乳児の育児に対する支援」の割合が

高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の

充
実 

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り 

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
活
動

拠
点
の
充
実 

妊
娠
・
出
産
に
対
す
る
支
援 

乳
児
の
育
児
に
対
す
る
支
援 

子
ど
も
の
教
育
環
境 

子
育
て
し
や
す
い
住
居
・
ま
ち

の
環
境
面
で
の
充
実 

仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立 

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
犯
罪
・

事
故
の
軽
減 

特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
へ

の
支
援 

特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
の

た
め
の
療
育
施
設
の
設
置 

不
妊
治
療
費
等
の
助
成 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 521 29.2  31.5  5.8  10.6  19.2  17.1  23.2  23.8  34.9  13.1  5.6  3.8  5.0  4.4  13.1  

中央値の

１／２未

満 

17 29.4  41.2  11.8  － 23.5  23.5  41.2  35.3  41.2  11.8  5.9  5.9  － 5.9  － 

中央値の

１／２以

上中央値

未満 

21 28.6  52.4  14.3  9.5  28.6  38.1  14.3  23.8  23.8  14.3  － 4.8  4.8  － 4.8  

中央値以

上 
427 29.5  30.9  5.6  12.2  18.3  15.7  22.0  24.8  37.2  12.6  5.2  3.0  4.9  5.2  12.2  

 

  

％

地域における子育て支援の
充実

保育サービスの充実

子育て支援のネットワーク
づくり

地域における子どもの活動
拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

乳児の育児に対する支援

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まち
の環境面での充実

仕事と家庭生活の両立

子どもを対象にした犯罪・
事故の軽減

特別な支援を要する児童へ
の支援

特別な支援を要する児童の
ための療育施設の設置

不妊治療費等の助成

その他

無回答

29.2

31.5

5.8

10.6

19.2

17.1

23.2

23.8

34.9

13.1

5.6

3.8

5.0

4.4

13.1

22.6

28.5

6.6

11.1

12.0

5.7

21.4

16.1

31.1

17.7

3.6

3.0

6.9

3.3

26.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 521）

平成30年度調査

（回答者数 = 576）
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問 36 福生市は子育てしやすいまちだと思いますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。その理由もご記入ください。 

「ある程度そう思う」の割合が 50.7％と最も高

く、次いで「そう思う」の割合が 24.0％、「あま

りそう思わない」の割合が 11.5％となっていま

す。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

そう思う

ある程度そう思う

あまりそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

24.0

50.7

11.5

2.9

8.6

2.3

26.9

46.7

9.9

3.0

11.8

1.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 521）

平成30年度調査

（回答者数 = 576）
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問 43 あなたが現在必要としていること、重要だと思う支援等はどのようなものです

か。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「子どもの就学にかかる費用が軽減されるこ

と」の割合が 67.6％と最も高く、次いで「子ども

のことや生活のことなど悩みごとを相談できる

こと」の割合が 37.2％、「病気や出産、事故など

の事情があったときに一時的に子どもを預けら

れること」の割合が 32.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「地域の人から

助けてもらえること」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

子どものことや生活のこと
など悩みごとを相談できる
こと

同じような悩みを持った人
同士で知り合えること

地域の人から助けてもらえ
ること

夫婦関係の悩み、離婚のこ
と、養育費のことなどにつ
いて法的な相談ができるこ
と

病気や障害のことなどにつ
いて専門的な相談が受けら
れること

住宅を探したり住宅費を軽
減したりするための支援が
受けられること

病気や出産、事故などの事
情があったときに一時的に
子どもを預けられること

子どもの就学にかかる費用
が軽減されること

一時的に必要な資金を借り
られること

就職・転職のための支援が
受けられること

その他

特にない

わからない

無回答

37.2

28.6

18.4

10.0

26.3

29.8

32.8

67.6

6.1

20.2

3.3

5.6

2.1

2.1

37.3

32.1

24.8

12.5

26.0

30.7

33.5

66.8

9.4

21.2

5.0

7.5

1.9

1.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 521）

平成30年度調査

（回答者数 = 576）
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（12）子どもの権利について 

問 48 あなたは、『子どもの権利』を知っていますか。当てはまる番号１つに○をつけ

てください。 

「名前も内容も知っている」の割合が 45.1％と

最も高く、次いで「名前は知っているが内容は知

らなかった」の割合が 32.2％、「知らなかった」

の割合が 20.5％となっています。 

 

 

 

 

問 49 子どもの権利の中で特に大切だと思うことはどれですか。当てはまる番号１つに

○をつけてください。 

「暴力や言葉で傷つけないこと」の割合が

20.0％と最も高く、次いで「家族が仲良く一緒に

過ごす時間をもつこと」の割合が 16.3％、「自分

の考えを自由に言えること」の割合が 14.4％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 521 ％

名前も内容も知っている

名前は知っているが内容は
知らなかった

知らなかった

無回答

45.1

32.2

20.5

2.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 521 ％

人種や性別、宗教などで差
別されないこと

障がいのある子が差別され
ないこと

子どもが知りたいことを隠
さないこと

暴力や言葉で傷つけないこ
と

家族が仲良く一緒に過ごす
時間をもつこと

自分の考えを自由に言える
こと

人と違う自分らしさが認め
られること

自分の秘密が守られること

自分のことは自分で決めら
れること

自由な時間をもつこと

自由な呼び掛けでグループ
を作り集まれること

必要な情報を知ることや、
参加する手助けを受けられ
る

無回答

10.6

2.7

1.0

20.0

16.3

14.4

12.9

1.3

6.3

1.7

0.0

2.1

10.7

0 20 40 60 80 100
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２ 小学生保護者 

（６）お子さんの放課後の過ごし方について 

問 16 お子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過

ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週

当たり日数を数字でご記入ください。また、「学童クラブ」の場合には、利用を希望

する時間も（  ）内に数字でご記入ください。時間は必ず（例）18時のように 24

時間表記でご記入ください。 

「自宅」の割合が 67.5％と最も高く、次いで

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブなど）」の

割合が 52.6％、「公園」の割合が 36.8％となって

います。 

平成 30年度調査と比較すると、「自宅」「公園」

の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッ
カークラブなど）

学習塾

児童館

ふっさっ子の広場

学童クラブ

ファミリー・サポート・セ
ンターのサービス

公園

図書館

その他

無回答

67.5

11.8

52.6

17.2

14.4

26.4

24.4

0.0

36.8

9.8

4.6

1.7

55.8

16.2

53.9

19.6

13.1

31.3

27.9

1.0

31.5

14.3

2.4

1.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 348）

平成30年度調査

（回答者数 = 616）



 

20 

 

（７）あなたの子育てについて 

問 20 あなたは、子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか、それとも辛いと感

じることが多いと思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「楽しいと感じることの方が多い」の割合が

54.0％と最も高く、次いで「楽しいと感じること

と、辛いと感じることが同じくらいある」の割合

が 36.2％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「楽しいと感じ

ることの方が多い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20－２ 問 20で「２．楽しいと感じることと、辛いと感じることが同じくらいあ

る」「３．辛いと感じることの方が多い」と回答した方にうかがいます。子育てが辛

いと思う時は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「身体や精神的な疲れがある時」の割合が

80.4％と最も高く、次いで「子育てが思い通りに

ならない時」の割合が 58.7％、「時間などの制約

や自由な時間が阻害される時」の割合が 55.9％と

なっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「身体や精神的

な疲れがある時」「協力者や相談者がいない時」

「子どもが病気の時」「自分が病気の時」の割合

が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

楽しいと感じることの方が
多い

楽しいと感じることと、辛
いと感じることが同じくら
いある

辛いと感じることの方が多
い

わからない

その他

無回答

54.0

36.2

4.9

1.1

2.6

1.1

59.6

32.1

3.4

1.8

1.6

1.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 348）

平成30年度調査

（回答者数 = 616）

％

時間などの制約や自由な時
間が阻害される時

子育てが思い通りにならな
い時

身体や精神的な疲れがある
時

協力者や相談者がいない時

子どもが病気の時

自分が病気の時

その他

無回答

55.9

58.7

80.4

23.1

30.8

42.0

7.7

2.8

51.1

60.7

65.3

13.2

21.5

32.4

5.5

5.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 143）

平成30年度調査

（回答者数 = 219）
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問 22 子育てに関して、不安や負担などを感じることはありますか。当てはまる番号す

べてに○をつけてください。 

「子育てにかかる経済的な負担が大きい」の割

合が 40.5％と最も高く、次いで「子どもの友だち

づきあいに不安がある」の割合が 33.9％、「子ど

もの教育に不安がある」の割合が 32.2％となって

います。 

平成 30年度調査と比較すると、「子どものしつ

けに不安がある」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

子どもの健康に不安がある

子どもの発育・発達に不安
がある

子どもの食事や栄養に不安
がある

子どもの教育に不安がある

学校での教育内容が変わっ
てきていることに不安があ
る

子どものしつけに不安があ
る

子どもの友だちづきあいに
不安がある

子どもの将来の進路につい
て不安がある

配偶者の協力が少ない

配偶者と子育ての意見が合
わない

子育てにかかる経済的な負
担が大きい

子育ての大変さを身近な人
が理解してくれない

配偶者以外に子育てを手
伝ってくれる人がいない

地域の子育て支援サービス
の内容や利用・申込方法が
よくわからない

住宅が狭い

相談相手がいない

その他

不安や負担などは感じない

無回答

6.9

19.5

16.4

32.2

14.1

24.1

33.9

28.4

8.3

7.5

40.5

2.6

6.9

2.9

13.2

2.3

3.4

12.6

5.5

9.3

17.5

13.3

34.4

12.0

29.2

35.6

33.1

10.2

5.8

36.0

2.4

5.8

1.9

10.1

1.6

4.4

9.9

2.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 348）

平成30年度調査

（回答者数 = 616）
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問 23 あなたは、子どもたちの安全・安心な学校での生活の充実のために、どのような

防犯上の取組が必要だと思いますか。当てはまる番号３つまで○をつけてくださ

い。 

「不審者の侵入防止など学校の安全対策」の割

合が 55.5％と最も高く、次いで「信号や歩道など

通学路の安全対策」の割合が 51.7％、「登下校時

の見守り」の割合が 48.0％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「登下校時の見

守り」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 一人ひとりに応じた支援の充実のために、どのような取組が必要だと思います

か。当てはまる番号３つまで○をつけてください。 

「すべての子どもたちが共に学ぶことができ

る教育の充実」、「人的（人員）配置の充実」の割

合が 33.6％と最も高く、次いで「子ども一人ひと

りの実態に応じた相談体制の強化」の割合が

33.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「人的（人員）

配置の充実」の割合が増加しています。一方、「授

業中の個別の配慮、放課後や授業中などの特別な

個別指導」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

不審者の侵入防止など学校
の安全対策

信号や歩道など通学路の安
全対策

交通安全・防犯対策等の教
育

登下校時の見守り

その他

特にない

無回答

55.5

51.7

46.3

48.0

2.3

3.7

9.8

53.9

51.6

47.2

57.1

3.1

2.3

10.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 348）

平成30年度調査

（回答者数 = 616）

％

すべての子どもたちが共に
学ぶことができる教育の充
実

乳幼児期からの一貫した支
援体制の整備

子ども一人ひとりの実態に
応じた相談体制の強化

特別支援学級等での専門的
な教育の充実

授業中の個別の配慮、放課
後や授業中などの特別な個
別指導

教職員の専門性の向上

障害のある児童・生徒に配
慮した施設・設備の充実

障害に対する理解を深める
ための学習の充実

人的（人員）配置の充実

その他

特にない

無回答

33.6

12.4

33.0

8.3

32.5

23.9

11.8

12.1

33.6

1.7

5.5

8.6

32.8

13.5

37.7

8.0

38.8

28.1

9.3

12.7

28.4

2.1

4.7

7.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 348）

平成30年度調査

（回答者数 = 616）
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問 25 子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。当てはまる

番号３つまで○をつけてください。 

「子どもの教育環境」の割合が 38.5％と最も高

く、次いで「仕事と家庭生活の両立」の割合が

31.9％、「地域における子育て支援の充実」の割

合が 27.9％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「子どもを対象

にした犯罪・事故の軽減」の割合が減少していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困窮別】 ※中央値…245万円 

生活困窮別にみると、中央値の１／２以上中央値未満で「仕事と家庭生活の両立」の割合が高

くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

の
充
実 

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り 

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
活

動
拠
点
の
充
実 

妊
娠
・
出
産
に
対
す
る
支
援 

乳
児
の
育
児
に
対
す
る
支
援 

子
ど
も
の
教
育
環
境 

子
育
て
し
や
す
い
住
居
・
ま

ち
の
環
境
面
で
の
充
実 

仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立 

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
犯

罪
・
事
故
の
軽
減 

特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童

へ
の
支
援 

特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童

の
た
め
の
療
育
施
設
の
設
置 

不
妊
治
療
費
等
の
助
成 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 348 27.9  10.9  5.7  22.1  7.5  4.9  38.5  27.0  31.9  23.9  10.9  8.0  5.2  4.6  10.6  

中央値の

１／２未

満 

4 75.0  － 25.0  － － － 25.0  25.0  － 25.0  25.0  25.0  － － － 

中央値の

１／２以

上中央値

未満 

13 15.4  15.4  7.7  7.7  － 7.7  15.4  30.8  53.8  30.8  23.1  15.4  － － 7.7  

中央値以

上 
278 29.1  11.5  5.4  24.1  8.3  4.7  38.8  28.1  32.4  23.7  11.2  7.9  4.7  4.7  9.7  

 

  

％

地域における子育て支援の
充実

保育サービスの充実

子育て支援のネットワーク
づくり

地域における子どもの活動
拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

乳児の育児に対する支援

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まち
の環境面での充実

仕事と家庭生活の両立

子どもを対象にした犯罪・
事故の軽減

特別な支援を要する児童へ
の支援

特別な支援を要する児童の
ための療育施設の設置

不妊治療費等の助成

その他

無回答

27.9

10.9

5.7

22.1

7.5

4.9

38.5

27.0

31.9

23.9

10.9

8.0

5.2

4.6

10.6

28.2

14.6

8.3

21.8

4.7

1.1

43.0

26.8

34.9

29.5

11.2

5.7

4.1

2.1

9.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 348）

平成30年度調査

（回答者数 = 616）
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問 26 福生市は子育てしやすいまちだと思いますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。その理由もご記入ください。 

「ある程度そう思う」の割合が 36.8％と最も高

く、次いで「そう思う」の割合が 23.3％、「あま

りそう思わない」の割合が 16.4％となっていま

す。 

平成 30年度調査と比較すると、「ある程度そう

思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

  

％

そう思う

ある程度そう思う

あまりそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

23.3

36.8

16.4

7.8

11.8

4.0

22.6

46.9

12.0

3.9

12.0

2.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 348）

平成30年度調査

（回答者数 = 616）
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問 33 あなたが現在必要としていること、重要だと思う支援等はどのようなものです

か。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「子どもの就学にかかる費用が軽減されるこ

と」の割合が 62.6％と最も高く、次いで「子ども

のことや生活のことなど悩みごとを相談できる

こと」の割合が 25.6％、「病気や障害のことなど

について専門的な相談が受けられること」の割合

が 22.4％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「子どものこと

や生活のことなど悩みごとを相談できること」

「同じような悩みを持った人同士で知り合える

こと」「病気や出産、事故などの事情があったと

きに一時的に子どもを預けられること」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

子どものことや生活のこと
など悩みごとを相談できる
こと

同じような悩みを持った人
同士で知り合えること

地域の人から助けてもらえ
ること

夫婦関係の悩み、離婚のこ
と、養育費のことなどにつ
いて法的な相談ができるこ
と

病気や障害のことなどにつ
いて専門的な相談が受けら
れること

住宅を探したり住宅費を軽
減したりするための支援が
受けられること

病気や出産、事故などの事
情があったときに一時的に
子どもを預けられること

子どもの就学にかかる費用
が軽減されること

一時的に必要な資金を借り
られること

就職・転職のための支援が
受けられること

その他

特にない

わからない

無回答

25.6

15.2

14.4

7.5

22.4

20.4

11.5

62.6

7.2

17.8

8.6

9.2

3.2

2.9

31.7

21.3

15.1

9.3

21.1

21.1

17.5

58.0

8.4

14.4

4.2

13.8

2.3

1.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 348）

平成30年度調査

（回答者数 = 616）
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（８）子どもの権利について 

問 38 あなたは、「子どもの権利」を知っていますか。当てはまる番号１つに○をつけ

てください。 

「名前も内容も知っている」の割合が 40.2％と

最も高く、次いで「名前は知っているが内容は知

らなかった」の割合が 35.6％、「知らなかった」

の割合が 20.7％となっています。 

 

 

 

 

 

問 39 子どもの権利の中で特に大切だと思うことはどれですか。当てはまる番号１つに

○をつけてください。 

「暴力や言葉で傷つけないこと」の割合が

21.8％と最も高く、次いで「家族が仲良く一緒に

過ごす時間をもつこと」の割合が 17.2％、「自分

の考えを自由に言えること」、「人と違う自分らし

さが認められること」の割合が 11.5％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 348 ％

名前も内容も知っている

名前は知っているが内容は
知らなかった

知らなかった

無回答

40.2

35.6

20.7

3.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 348 ％

人種や性別、宗教などで差
別されないこと

障がいのある子が差別され
ないこと

子どもが知りたいことを隠
さないこと

暴力や言葉で傷つけないこ
と

家族が仲良く一緒に過ごす
時間をもつこと

自分の考えを自由に言える
こと

人と違う自分らしさが認め
られること

自分の秘密が守られること

自分のことは自分で決めら
れること

自由な時間をもつこと

自由な呼び掛けでグループ
を作り集まれること

必要な情報を知ることや、
参加する手助けを受けられ
ること

無回答

9.2

4.9

0.6

21.8

17.2

11.5

11.5

0.3

6.6

0.9

0.0

3.4

12.1

0 20 40 60 80 100
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３ 中学生保護者 

（２）子育ての環境について 

問 15 子育てに関して、不安や負担などを感じることはありますか。当てはまる番号す

べてに○をつけてください。 

「子どもの将来の進路について不安がある」、

「子育てにかかる経済的な負担が大きい」の割合

が 45.8％と最も高く、次いで「子どもの教育に不

安がある」の割合が 35.5％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「不安や負担な

どは感じない」の割合が増加しています。一方、

「子どものしつけに不安がある」「子どもの将来

の進路について不安がある」「子育てにかかる経

済的な負担が大きい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

子どもの健康に不安がある

子どもの発育・発達に不安
がある

子どもの食事や栄養に不安
がある

子どもの教育に不安がある

学校での教育内容が変わっ
てきていることに不安があ
る

子どものしつけに不安があ
る

子どもの友だちづきあいに
不安がある

子どもの将来の進路につい
て不安がある

配偶者の協力が少ない

配偶者と子育ての意見が合
わない

子育てにかかる経済的な負
担が大きい

子育ての大変さを身近な人
が理解してくれない

配偶者以外に子育てを手
伝ってくれる人がいない

地域の子育て支援サービス
の内容や利用・申込方法が
よくわからない

住宅が狭い

相談相手がいない

その他

不安や負担などは感じない

無回答

9.8

13.6

8.9

35.5

11.7

16.8

19.2

45.8

6.1

6.1

45.8

1.9

3.7

4.7

10.7

2.3

6.1

13.6

2.8

11.3

13.0

11.3

35.7

13.0

22.3

23.0

52.7

11.0

10.3

53.7

4.3

5.0

3.7

11.3

2.7

6.0

6.3

3.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 214）

平成30年度調査

（回答者数 = 300）
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問 16 あなたは、子どもたちの安全・安心な学校での生活のために、どのような防犯上

の取組が必要だと思いますか。当てはまる番号３つまで○をつけてください。 

「不審者の侵入防止など学校の安全対策」の割

合が 65.4％と最も高く、次いで「交通安全・防犯

対策等の教育」の割合が 50.5％、「信号や歩道な

ど通学路の安全対策」の割合が 41.6％となってい

ます。 

平成 30年度調査と比較すると、「不審者の侵入

防止など学校の安全対策」「交通安全・防犯対策

等の教育」の割合が増加しています。一方、「信号

や歩道など通学路の安全対策」の割合が減少して

います。 

 

 

問 17 一人ひとりに応じた支援の充実のために、どのような取組が必要だと思います

か。当てはまる番号３つまで○をつけてください。 

「すべての子どもたちが共に学ぶことができ

る教育の充実」の割合が 36.4％と最も高く、次い

で「人的（人員）配置の充実」の割合が 36.0％、

「子ども一人ひとりの実態に応じた相談体制の

強化」の割合が 35.5％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「すべての子ど

もたちが共に学ぶことができる教育の充実」「人

的（人員）配置の充実」の割合が増加しています。

一方、「授業中の個別の配慮、放課後や授業中な

どの特別な個別指導」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

不審者の侵入防止など学校
の安全対策

信号や歩道など通学路の安
全対策

交通安全・防犯対策等の教
育

登下校時の見守り

その他

特にない

無回答

65.4

41.6

50.5

27.6

3.3

4.2

5.6

58.3

47.0

42.3

30.0

8.0

6.7

6.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 214）

平成30年度調査

（回答者数 = 300）

％

すべての子どもたちが共に
学ぶことができる教育の充
実

乳幼児期からの一貫した支
援体制の整備

子ども一人ひとりの実態に
応じた相談体制の強化

特別支援学級等での専門的
な教育の充実

授業中の個別の配慮、放課
後や授業中などの特別な個
別指導

教職員の専門性の向上

障害のある児童・生徒に配
慮した施設・設備の充実

障害に対する理解を深める
ための学習の充実

人的（人員）配置の充実

その他

特にない

無回答

36.4

15.4

35.5

8.9

30.8

29.0

10.7

13.6

36.0

1.9

4.2

6.5

31.0

14.3

34.7

10.0

37.3

32.0

9.7

10.3

26.7

4.0

4.0

5.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 214）

平成30年度調査

（回答者数 = 300）



 

29 

 

問 18 子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。当てはまる

番号３つまで○をつけてください。 

「子どもの教育環境」の割合が 40.2％と最も高

く、次いで「仕事と家庭生活の両立」の割合が

36.9％、「地域における子育て支援の充実」の割

合が 30.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「地域における

子どもの活動拠点の充実」の割合が増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 福生市は子育てしやすいまちだと思いますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。その理由もご記入ください。 

「ある程度そう思う」の割合が 48.6％と最も高

く、次いで「そう思う」の割合が 15.9％、「わか

らない」の割合が 13.6％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「ある程度そう

思う」の割合が増加しています。一方、「そう思

う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

％

地域における子育て支援の
充実

保育サービスの充実

子育て支援のネットワーク
づくり

地域における子どもの活動
拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

乳児の育児に対する支援

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まち
の環境面での充実

仕事と家庭生活の両立

子どもを対象にした犯罪・
事故の軽減

特別な支援を要する生徒へ
の支援

特別な支援を要する生徒の
ための療育施設の設置

不妊治療費等の助成

その他

無回答

30.8

13.1

8.9

22.0

7.0

3.3

40.2

25.7

36.9

24.8

12.6

7.0

4.7

4.7

6.1

26.0

12.3

5.0

14.3

6.0

3.0

39.3

28.7

35.0

23.3

14.7

8.0

4.0

4.7

10.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 214）

平成30年度調査

（回答者数 = 300）

％

そう思う

ある程度そう思う

あまりそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

15.9

48.6

12.6

6.1

13.6

3.3

21.3

40.7

12.0

5.3

15.7

5.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 214）

平成30年度調査

（回答者数 = 300）
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問 26 あなたが現在必要としていること、重要だと思う支援等はどのようなものです

か。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「子どもの就学にかかる費用が軽減されるこ

と」の割合が 67.8％と最も高く、次いで「子ども

のことや生活のことなど悩みごとを相談できる

こと」の割合が 27.6％、「住宅を探したり住宅費

を軽減したりするための支援が受けられること」

の割合が 19.6％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「夫婦関係の悩

み、離婚のこと、養育費のことなどについて法的

な相談ができること」「一時的に必要な資金を借

りられること」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

子どものことや生活のこと
など悩みごとを相談できる
こと

同じような悩みを持った人
同士で知り合えること

地域の人から助けてもらえ
ること

夫婦関係の悩み、離婚のこ
と、養育費のことなどにつ
いて法的な相談ができるこ
と

病気や障害のことなどにつ
いて専門的な相談が受けら
れること

住宅を探したり住宅費を軽
減したりするための支援が
受けられること

病気や出産、事故などの事
情があったときに一時的に
子どもを預けられること

子どもの就学にかかる費用
が軽減されること

一時的に必要な資金を借り
られること

就職・転職のための支援が
受けられること

その他

特にない

わからない

無回答

27.6

18.7

7.9

7.0

16.8

19.6

8.4

67.8

11.2

14.0

2.8

11.2

0.9

4.2

24.0

16.0

7.3

12.3

19.0

19.0

11.0

70.3

17.7

16.0

5.3

10.0

2.0

2.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 214）

平成30年度調査

（回答者数 = 300）
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（６）子どもの権利について 

問 31 あなたは、「子どもの権利」を知っていますか。当てはまる番号１つに○をつけ

てください。 

「名前も内容も知っている」の割合が 47.2％と

最も高く、次いで「名前は知っているが内容は知

らなかった」の割合が 32.7％、「知らなかった」

の割合が 17.3％となっています。 

 

 

 

 

問 32 子どもの権利の中で特に大切だと思うことはどれですか。当てはまる番号１つに

○をつけてください。 

「暴力や言葉で傷つけないこと」の割合が

26.6％と最も高く、次いで「人と違う自分らしさ

が認められること」の割合が 18.7％、「自分の考

えを自由に言えること」の割合が 14.0％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 214 ％

名前も内容も知っている

名前は知っているが内容は
知らなかった

知らなかった

無回答

47.2

32.7

17.3

2.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 214 ％

人種や性別、宗教などで差
別されないこと

障がいのある子が差別され
ないこと

子どもが知りたいことを隠
さないこと

暴力や言葉で傷つけないこ
と

家族が仲良く一緒に過ごす
時間をもつこと

自分の考えを自由に言える
こと

人と違う自分らしさが認め
られること

自分の秘密が守られること

自分のことは自分で決めら
れること

自由な時間をもつこと

自由な呼び掛けでグループ
を作り集まれること

必要な情報を知ることや、
参加する手助けを受けられ
ること

無回答

7.9

4.2

0.5

26.6

10.7

14.0

18.7

0.5

8.9

0.9

0.0

1.4

5.6

0 20 40 60 80 100
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問 33 あなたは、子育てをしていて、子どもからの意見や要望を聞き、それらを取り入

れるように意識をしたことはありますか。当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 

「常にしている」の割合が 55.6％と最も高く、

次いで「ときどきしている」の割合が 39.7％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 214 ％

常にしている

ときどきしている

あまりしていない

まったくしたことがない

無回答

55.6

39.7

3.3

0.0

1.4

0 20 40 60 80 100
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４ 小学生本人 

（１）あなたのふだんの家庭や学校での生活について 

問４ あなたは主に誰と一緒に食事をしていますか。それぞれについて、あてはまる番

号１つに○をつけてください。 

『①平日の朝食』で「子どもたちだけで食べる」の割合が、『⑤休日の夕食』で「家族と一緒に

食べる」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①平日の朝食 

「家族と一緒に食べる」の割合が 70.3％と最も

高く、次いで「１人で食べる」の割合が 14.8％、

「子どもたちだけで食べる」の割合が 11.0％とな

っています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

  

％

家族と一緒に食べる

子どもたちだけで食べる

１人で食べる

家族以外の大人と食べる

食べない

無回答

70.3

11.0

14.8

0.0

2.6

1.3

70.9

15.5

11.8

0.3

0.7

0.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 155

①平日の朝食

②平日の夕食

③休日の朝食

④休日の昼食

⑤休日の夕食

70.3

94.2

79.4

91.0

98.1

11.0

1.3

1.9

2.6

14.8

2.6

13.5

3.2

0.6

0.6

1.3

2.6

3.9

1.3

1.3

1.3

1.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族と一緒に食べる 子どもたちだけで食べる

１人で食べる 家族以外の大人と食べる

食べない 無回答

令和５年度調査

（回答者数 = 155）

平成30年度調査

（回答者数 = 296）
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問７ あなたは放課後どこにいますか。当てはまる番号３つまで○をつけてください。 

「自分の家」の割合が 70.3％と最も高く、次い

で「近くの公園や広場」の割合が 43.9％、「習い

事」の割合が 43.2％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「児童館」「自

分の家」の割合が増加しています。一方、「学童ク

ラブ」「友だちの家」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

学習塾

習い事

スポーツのチーム活動

近くの公園や広場

学童クラブ

ふっさっ子の広場

児童館

公民館

図書館

友だちの家

自分の家

コンビニ、近所のお店

ゲームセンター、カラオケ

ファーストフード店

その他

特にない

無回答

20.6

43.2

8.4

43.9

4.5

3.2

17.4

0.0

0.6

18.1

70.3

1.3

0.6

0.0

5.2

0.6

1.3

19.9

45.3

13.2

42.6

11.5

4.7

11.5

1.0

2.4

23.3

64.9

1.7

0.0

0.0

4.7

0.0

1.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 155）

平成30年度調査

（回答者数 = 296）
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問９ 家族の中にあなたがお世話している人はいますか。当てはまる番号１つに○をつ

けてください。 

「いる」の割合が 5.8％、「いない」の割合が

91.6％となっています。 

 

 

 

 

問９－２ 問９で「いる」に○をつけた方にうかがいます。お世話をしていることで、

以下のような経験をしたことはありますか。当てはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。 

「特にない」が４件となっています。「学校を

休んでしまう」が３件、「遅刻や早退をしてしま

う」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 155 ％

いる

いない

無回答

5.8

91.6

2.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 9 ％

学校を休んでしまう

遅刻や早退をしてしまう

宿題など勉強をする時間
がない

眠る時間が足りない

友だちと遊ぶことができ
ない

習い事ができない

自分の時間が取れない

その他

特にない

無回答

33.3

22.2

0.0

0.0

11.1

0.0

0.0

0.0

44.4

11.1

0 20 40 60 80 100
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（２）あなたの考えについて 

問 10 あなたは、自分のことについてどう思いますか。それぞれについて、あてはまる

番号１つに○をつけてください。 

『③がんばれば、いいことがある』で「そう思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①自分にはよいところがある 

「そう思う」の割合が 51.0％と最も高く、次い

で「まあそう思う」の割合が 31.0％となっていま

す。 

平成 30年度調査と比較すると、「そう思う」の

割合が増加しています。一方、「まあそう思う」の

割合が減少しています。 

 

 

 

②自分には将来の夢や目標がある 

「そう思う」の割合が 57.4％と最も高く、次い

で「まあそう思う」の割合が 26.5％となっていま

す。 

平成 30年度調査と比較すると、「まあそう思う」

の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 155

①自分にはよいところがある

②自分には将来の夢や目標がある

③がんばれば、いいことがある

51.0

57.4

62.6

31.0

26.5

22.6

9.0

9.7

9.0

6.5

5.2

3.2

2.6

1.3

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う まあそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

％

そう思う

まあそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

51.0

31.0

9.0

6.5

2.6

43.2

41.2

11.1

3.7

0.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 155）

平成30年度調査

（回答者数 = 296）

％

そう思う

まあそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

57.4

26.5

9.7

5.2

1.3

60.5

20.3

12.8

6.1

0.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 155）

平成30年度調査

（回答者数 = 296）
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問 11 あなたには、今なやんでいることや心配なこと、こまっていること、相談したい

と思っていることがありますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

「なやんだり心配なことはない」の割合が

49.0％と最も高く、次いで「勉強のこと」の割合

が 21.3％、「自分の性格やくせのこと」の割合が

14.8％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「なやんだり心

配なことはない」の割合が増加しています。一方、

「外見や体型のこと」「将来や進路のこと」「友だ

ちのこと」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

自分の健康のこと

外見や体型のこと

自分の性格やくせのこと

体力や運動能力のこと

勉強のこと

将来や進路のこと

部活動やクラブ活動のこと

友だちのこと

いじめのこと

学校の先生のこと

家族のこと

携帯電話やスマートフォン
の使用によるトラブルのこ
と

その他

なやんだり心配なことはな
い

無回答

7.1

8.4

14.8

9.7

21.3

8.4

2.6

11.0

5.2

4.5

6.5

1.9

1.9

49.0

4.5

5.1

14.5

18.9

14.2

24.3

17.6

2.0

16.6

5.4

5.1

3.4

1.0

2.0

40.5

2.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 155）

平成30年度調査

（回答者数 = 296）
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問 12 心配ごとやなやみがあるとき、話したり、相談したりできる人がいますか。あて

はまる番号すべてに○をつけてください。 

「お母さん」の割合が 74.8％と最も高く、次い

で「友だち」の割合が 58.7％、「お父さん」の割

合が 46.5％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「きょうだい」

「友だち」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

お父さん

お母さん

きょうだい

おじいさんやおばあさん

友だち

学校の先生

保健室の先生、スクールカ
ウンセラー

塾や習い事の先生

児童館の職員

学童クラブの指導員

ふっさっ子の広場の指導員

部活動やクラブ活動などの
先生・コーチ
インターネットや携帯電話
で知り合った人

子ども家庭支援センター

その他

相談できる人がいない

だれにも相談したくない

なやみがない

無回答

46.5

74.8

27.7

21.3

58.7

34.2

16.8

7.1

2.6

1.9

2.6

4.5

0.0

0.6

1.9

0.0

1.9

9.0

1.9

44.6

72.6

19.9

23.6

47.0

29.7

12.2

4.1

1.4

1.7

1.4

2.7

0.3

1.0

2.0

0.0

4.1

8.8

0.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 155）

平成30年度調査

（回答者数 = 296）
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問 13 あなたは、日常生活の中で以下の項目をどのように感じていますか。それぞれに

ついて、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

『③自分は家族に大事にされている』で「そう思う」の割合が高くなっています。一方、『⑦不

安に感じることはない』『⑥さびしさや不安を感じることはない』で「そう思わない」の割合が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 155

①努力すればできるようになる

②自分の将来が楽しみだ

③自分は家族に大事にされている

④自分は友達に好かれている

⑤毎日の生活が楽しい

⑥さびしさや不安を感じることはない

⑦不安に感じることはない

⑧自分のことが好きだ

60.0

41.9

72.3

40.6

53.5

38.1

34.2

36.8

31.0

34.8

20.0

43.9

31.6

34.2

37.4

33.5

3.9

13.5

3.2

9.0

9.7

14.2

13.5

15.5

1.9

5.8

0.6

1.3

0.6

9.0

9.0

8.4

3.2

3.9

3.9

5.2

4.5

4.5

5.8

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う まあそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答
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①努力すればできるようになる 

「そう思う」の割合が 60.0％と最も高く、次い

で「まあそう思う」の割合が 31.0％となっていま

す。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

②自分の将来が楽しみだ 

「そう思う」の割合が 41.9％と最も高く、次い

で「まあそう思う」の割合が 34.8％、「あまりそ

う思わない」の割合が 13.5％となっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「そう思う」の

割合が減少しています。 

 

 

 

③自分は家族に大事にされている 

「そう思う」の割合が 72.3％と最も高く、次い

で「まあそう思う」の割合が 20.0％となっていま

す。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

  

％

そう思う

まあそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

60.0

31.0

3.9

1.9

3.2

60.1

35.1

3.7

0.7

0.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 155）

平成30年度調査

（回答者数 = 296）

％

そう思う

まあそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

41.9

34.8

13.5

5.8

3.9

48.3

35.1

11.8

4.7

0.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 155）

平成30年度調査

（回答者数 = 296）

％

そう思う

まあそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

72.3

20.0

3.2

0.6

3.9

73.3

23.3

2.7

0.3

0.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 155）

平成30年度調査

（回答者数 = 296）
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問 15 若者向けにどんな場所がもっと福生市にあればよいと思いますか。当てはまる番

号３つまで○をつけてください。 

「思いっきり身体を動かせる場所」の割合が

47.7％と最も高く、次いで「趣味仲間が自由に集

まれる場所」の割合が 30.3％、「インターネット

が自由に使える場所」の割合が 28.4％となってい

ます。 

平成 30年度調査と比較すると、「思いっきり身

体を動かせる場所」「自分のなやみ相談に乗って

くれる場所」「静かに勉強したり本が読める場所」

の割合が減少しています。 

 

 

 

  

％

大きな音（楽器演奏など）
を出してもよい場所

思いっきり身体を動かせる
場所

気軽におしゃべりできる場
所

自分のなやみ相談に乗って
くれる場所

趣味仲間が自由に集まれる
場所

インターネットが自由に使
える場所

静かに勉強したり本が読め
る場所

その他

特にない

無回答

15.5

47.7

23.9

3.9

30.3

28.4

18.1

13.5

11.0

5.8

16.2

54.7

25.3

9.8

32.8

25.7

29.4

11.8

7.8

3.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 155）

平成30年度調査

（回答者数 = 296）
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５ 中学生本人 

（１）あなたのふだんの家庭や学校での生活について 

問４ あなたは主に誰と一緒に食事をしていますか。それぞれについて、あてはまる番

号１つに○をつけてください。 

『①平日の朝食』で「１人で食べる」の割合が、『⑤休日の夕食』で「家族と一緒に食べる」の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①平日の朝食 

「家族と一緒に食べる」の割合が 54.5％と最も

高く、次いで「１人で食べる」の割合が 34.9％と

なっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「１人で食べる」

の割合が増加しています。一方、「子どもたちだ

けで食べる」の割合が減少しています。 

 

 

 

  

％

家族と一緒に食べる

子どもたちだけで食べる

１人で食べる

家族以外の大人と食べる

食べない

無回答

54.5

6.2

34.9

0.5

3.3

0.5

53.7

13.3

29.7

0.3

2.7

0.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 209）

平成30年度調査

（回答者数 = 300）

回答者数 = 209

①平日の朝食

②平日の夕食

③休日の朝食

④休日の昼食

⑤休日の夕食

54.5

86.6

67.0

84.7

96.2

6.2

2.9

1.9

2.9

34.9

9.1

22.5

10.5

2.4

0.5

0.5

0.5

1.4

0.5

3.3

7.7

0.5

1.0

0.5

0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族と一緒に食べる 子どもたちだけで食べる

１人で食べる 家族以外の大人と食べる

食べない 無回答
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問９ 家族の中にあなたがお世話している人はいますか。（ここで「お世話」とは、大人

が行うような家事や家族のお世話のことを指します。）当てはまる番号１つに○をつ

けてください。 

「いる」の割合が 6.2％、「いない」の割合が

92.8％となっています。 

 

 

 

 

 

問９－２ 問９で「いる」に○をつけた方にうかがいます。お世話をしていることで、

以下のような経験をしたことはありますか。当てはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。 

「特にない」の割合が 38.5％と最も高く、次い

で「宿題など勉強をする時間がない」の割合が

23.1％、「学校を休んでしまう」、「自分の時間が

取れない」の割合が 15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

回答者数 = 13 ％

学校を休んでしまう

遅刻や早退をしてしまう

宿題など勉強をする時間が
ない

眠る時間が足りない

友だちと遊ぶことができな
い

習い事ができない

自分の時間が取れない

その他

特にない

無回答

15.4

7.7

23.1

7.7

7.7

7.7

15.4

0.0

38.5

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 209 ％

いる

いない

無回答

6.2

92.8

1.0

0 20 40 60 80 100
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問 11 あなたには、今なやんでいることや心配なこと、こまっていること、相談したい

と思っていることがありますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

「勉強のこと」の割合が 40.7％と最も高く、次

いで「なやんだり心配なことはない」の割合が

32.5％、「将来や進路のこと」の割合が 32.1％と

なっています。 

平成 30年度調査と比較すると、「なやんだり心

配なことはない」の割合が増加しています。一方、

「勉強のこと」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

自分の健康のこと

外見や体型のこと

自分の性格やくせのこと

体力や運動能力のこと

勉強のこと

将来や進路のこと

部活動やクラブ活動のこと

友だちのこと

いじめのこと

学校の先生のこと

家族のこと

携帯電話やスマートフォン
の使用によるトラブルのこ
と

その他

なやんだり心配なことはな
い

無回答

6.7

11.5

18.7

14.4

40.7

32.1

11.0

9.6

0.5

6.2

2.9

1.9

3.3

32.5

2.4

5.0

14.7

21.0

16.0

49.7

31.0

11.7

11.3

2.0

4.0

4.7

1.3

3.0

26.3

3.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 209）

平成30年度調査

（回答者数 = 300）
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問 12 心配ごとやなやみがあるとき、話したり、相談したりできる人がいますか。あて

はまる番号すべてに○をつけてください。 

「お母さん」の割合が 67.0％と最も高く、次い

で「友だち」の割合が 54.5％、「お父さん」の割

合が 40.7％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「きょうだい」

の割合が増加しています。一方、「おじいさんや

おばあさん」「学校の先生」の割合が減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

お父さん

お母さん

きょうだい

おじいさんやおばあさん

友だち

学校の先生

保健室の先生、スクールカ
ウンセラー

塾や習い事の先生

児童館の職員

学童クラブの指導員

ふっさっ子の指導員

部活動やクラブ活動などの
先生・コーチ

インターネットや携帯電話
で知り合った人

子ども家庭支援センター

その他

相談できる人がいない

だれにも相談したくない

なやみがない

無回答

40.7

67.0

23.9

8.6

54.5

19.1

9.6

7.2

1.4

0.5

1.9

3.3

2.9

1.9

1.4

1.9

4.8

5.7

2.4

35.7

62.3

18.0

17.3

56.3

24.3

10.0

9.3

1.0

0.7

0.0

6.3

1.0

1.0

2.3

2.3

4.3

7.3

1.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 209）

平成30年度調査

（回答者数 = 300）



 

46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの権利に関するアンケート調査 
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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査目的 

今後、福生市こども計画を策定することを想定し、子どもの権利に関するアンケート調査を実

施するものです。 

 

２ 調査設計 

（１）調査対象者 

   令和５年 11月１日時点において、福生市内の小・中学校に通う小学生（４年生から 

６年生まで）及び中学生、市内在住の高校生世代 

 

（２）配布数 

   ①福生市内の小学校に通う小学生    1,113 名 

（４年生から６年生まで）     

   ②福生市内の小学校に通う中学生    1,110 名 

   ③市内在住の高校生世代        600 名 

 

（３）調査方法 

・小学生及び中学生については、学習用端末を使用し、インターネット回答 

・高校生世代については、郵送配付・郵送回収及びインターネット回答 

 

（４）抽出方法 

   ・小学生及び中学生については、福生市内の福生市内の小・中学校に通う全小学４年生

から中学３年生までを対象とした。 

   ・高校生世代については、住民基本台帳から無作為に抽出を行った。 

 

（５）調査票発送日（高校生のみ） 

   ・令和５年 12 月８日（金） 

   ※小中学生については、令和５年 11 月 30日（木）よりインターネット回答開始 

 

（６）書面上提出締切日 

・小学生・中学生…令和５年 12月 25 日（月） 

・高校生世代  …令和５年 12月 28 日（木） 
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３ 回収結果（有効回収数） 

 配布数 有効回答数 有効回答率 

小学生（子どもの権利） 1,113通 773通 69.5％ 

中学生（子どもの権利） 1,110通 511通 46.0％ 

高校生（子どもの権利） 600通 110通 18.3％ 

 

４ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・回答者数が１桁の場合、回答件数による表記としています。また、クロス集計において回答

者数が１桁の場合は、コメントを差し控えています。 
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６ 子どもの権利 

（２）「あなたの気持ち」について 

問３ あなたは、自分のことが好きですか。 

小学生では、「だいたいそう思う」の割合が

32.5％と最も高く、次いで「そう思う」の割合が

28.3％、「あまりそう思わない」の割合が 27.4％

となっています。 

中学生では、「だいたいそう思う」の割合が

38.7％と最も高く、次いで「そう思う」の割合が

26.2％、「あまりそう思わない」の割合が 24.3％

となっています。 

高校生では、「だいたいそう思う」の割合が

41.8％と最も高く、次いで「そう思う」の割合が

31.8％、「あまりそう思わない」の割合が 19.1％

となっています。 

 

 

 

問４ あなたは、自分には良いところがあると思いますか。 

小学生では、「そう思う」の割合が 38.4％と最

も高く、次いで「だいたいそう思う」の割合が

34.4％、「あまりそう思わない」の割合が 20.6％

となっています。 

中学生では、「だいたいそう思う」の割合が

42.9％と最も高く、次いで「そう思う」の割合が

32.7％、「あまりそう思わない」の割合が 17.4％

となっています。 

高校生では、「だいたいそう思う」の割合が

43.6％と最も高く、次いで「そう思う」の割合が

40.0％、「あまりそう思わない」の割合が 10.9％

となっています。 

 

 

  

％

そう思う

だいたいそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

28.3

32.5

27.4

11.6

0.1

26.2

38.7

24.3

10.8

0.0

31.8

41.8

19.1

7.3

0.0

0 20 40 60 80 100

小学生

（回答者数 = 773）

中学生

（回答者数 = 511）

高校生

（回答者数 = 110）

％

そう思う

だいたいそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

38.4

34.4

20.6

6.6

0.0

32.7

42.9

17.4

6.8

0.2

40.0

43.6

10.9

4.5

0.9

0 20 40 60 80 100

小学生

（回答者数 = 773）

中学生

（回答者数 = 511）

高校生

（回答者数 = 110）
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（３）困っていること、つらいことの相談について 

問８ 困ったとき、つらいとき、だれに相談しますか。あてはまるものに３つまで○を

つけてください。 

小学生では、「お母さん」の割合が 70.2％と最も高く、次いで「友だち」の割合が 44.1％、「お

父さん」の割合が 37.6％となっています。 

中学生では、「お母さん」の割合が 55.6％と最も高く、次いで「友だち」の割合が 52.1％、「お

父さん」の割合が 26.0％となっています。 

高校生では、「友だち」の割合が 54.5％と最も高く、次いで「お母さん」の割合が 51.8％、「お

父さん」の割合が 29.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

お父さん

お母さん

きょうだい

おじいさんやおばあさん

友だち

学校の先生

保健室の先生、スクール
カウンセラー

塾や習いごとの先生

児童館の職員

学童クラブの指導員

37.6

70.2

14.0

11.0

44.1

19.3

4.7

1.8

0.5

0.1

26.0

55.6

12.3

5.5

52.1

11.9

4.5

3.5

0.2

0.0

29.1

51.8

13.6

5.5

54.5

11.8

7.3

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
％

ふっさっ子の指導員

部活動やクラブ活動など
の先生・コーチ

インターネットや携帯電
話で知り合った人

子ども家庭支援センター

その他

相談できる人がいない

だれにも相談したくない

なやみがない

無回答

0.4

0.6

1.4

0.6

1.9

1.3

6.2

8.4

0.8

0.0

1.2

3.3

0.2

2.0

2.2

9.0

8.8

0.4

0.0

1.8

0.9

0.9

2.7

0.9

5.5

11.8

0.9

0 20 40 60 80 100

小学生

（回答者数 = 773）

中学生

（回答者数 = 511）

高校生

（回答者数 = 110）
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（４）「あなたの意見を言ったりする機会」について 

問９ 家庭で、あなたの考えや思っていることを聞いてもらっていると思いますか。 

小学生では、「そう思う」の割合が 53.8％と最

も高く、次いで「だいたいそう思う」の割合が

28.7％、「あまりそう思わない」の割合が 14.0％

となっています。 

中学生では、「そう思う」の割合が 51.9％と最

も高く、次いで「だいたいそう思う」の割合が

34.2％となっています。 

高校生では、「そう思う」の割合が 52.7％と最

も高く、次いで「だいたいそう思う」の割合が

31.8％、「あまりそう思わない」の割合が 10.9％

となっています。 

 

問 13 学校で、あなたの考えや思っていることを伝えられる人がいますか。 

小学生では、「いる」の割合が 66.0％と最も高

く、次いで「いない」の割合が 19.8％、「いえな

い」の割合が 10.5％となっています。 

中学生では、「いる」の割合が 74.4％と最も高

く、次いで「いない」の割合が 15.3％となってい

ます。 

高校生では、「いる」の割合が 70.9％と最も高

く、次いで「いない」の割合が 22.7％となってい

ます。 

 

 

問 15 地域で、あなたの考えや思っていることを伝えられる人はいますか。 

小学生では、「いない」の割合が 50.6％と最も

高く、次いで「いる」の割合が 33.2％、「いえな

い」の割合が 13.1％となっています。 

中学生では、「いない」の割合が 62.2％と最も

高く、次いで「いる」の割合が 24.7％、「いえな

い」の割合が 10.6％となっています。 

高校生では、「いない」の割合が 65.5％と最も

高く、次いで「いる」の割合が 28.2％となってい

ます。 

 

％

そう思う

だいたいそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

53.8

28.7

14.0

3.4

0.1

51.9

34.2

9.0

4.5

0.4

52.7

31.8

10.9

4.5

0.0

0 20 40 60 80 100

小学生

（回答者数 = 773）

中学生

（回答者数 = 511）

高校生

（回答者数 = 110）

％

いる

いない

いえない

無回答

66.0

19.8

10.5

3.8

74.4

15.3

7.8

2.5

70.9

22.7

6.4

0.0

0 20 40 60 80 100

小学生

（回答者数 = 773）

中学生

（回答者数 = 511）

高校生

（回答者数 = 110）

％

いる

いない

いえない

無回答

33.2

50.6

13.1

3.1

24.7

62.2

10.6

2.5

28.2

65.5

6.4

0.0

0 20 40 60 80 100

小学生

（回答者数 = 773）

中学生

（回答者数 = 511）

高校生

（回答者数 = 110）
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問 18 で、３、４に○をつけた人にお聞きします。 

問 19 遊んだり休んだり、自分の好きなことをする時間が十分ない理由は何ですか。あ

てはまるものにいくつでも○をつけてください。 

小学生では、「塾や習い事」の割合が 55.3％と

最も高く、次いで「学校の宿題・勉強・家庭教師」

の割合が 36.2％、「クラブや部活動」の割合が

21.3％となっています。 

中学生では、「塾や習い事」の割合が 69.2％と

最も高く、次いで「クラブや部活動」の割合が

56.4％、「学校の宿題・勉強・家庭教師」の割合が

41.0％となっています。 

高校生では、「クラブや部活動」の割合が 46.2％

と最も高く、次いで「塾や習い事」、「学校の宿題・

勉強・家庭教師」、「お金がない」の割合が 30.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

クラブや部活動

児童会や生徒会の活動

塾や習い事

学校の宿題・勉強・家庭教
師

家庭の世話（介護）

家事・手伝い

仕事・アルバイト

お金がない

通院

地域の行事・ボランティア
活動

その他

無回答

21.3

2.1

55.3

36.2

4.3

12.8

4.3

14.9

2.1

2.1

14.9

2.1

56.4

2.6

69.2

41.0

0.0

17.9

0.0

15.4

0.0

0.0

5.1

0.0

46.2

0.0

30.8

30.8

0.0

0.0

23.1

30.8

0.0

0.0

15.4

0.0

0 20 40 60 80 100

小学生

（回答者数 = 47）

中学生

（回答者数 = 39）

高校生

（回答者数 = 13）
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問 20 あなたにとって、ホッとできる場所はどこですか。あてはまるものにいくつでも

○をつけてください。 

小学生では、「リビングなど家で家族といられ

る場所」の割合が 62.4％と最も高く、次いで「自

分の部屋など、家で一人でいられる場所」の割合

が 60.7％、「友だちの家、祖父母や親戚の家」の

割合が 29.9％となっています。 

中学生では、「自分の部屋など、家で一人でい

られる場所」の割合が 80.8％と最も高く、次いで

「リビングなど家で家族といられる場所」の割合

が 49.3％、「友だちの家、祖父母や親戚の家」の

割合が 29.0％となっています。 

高校生では、「自分の部屋など、家で一人でい

られる場所」の割合が 84.5％と最も高く、次いで

「リビングなど家で家族といられる場所」の割合

が 47.3％、「友だちの家、祖父母や親戚の家」、「公

園、山や川など自然のある所」の割合が 20.9％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

自分の部屋など、家で一人
でいられる場所

リビングなど家で家族とい
られる場所

友だちの家、祖父母や親戚
の家

学校の教室

学校の保健室、カウンセリ
ングルーム

クラブ活動・部活動・塾・
ピアノ・スポーツなどの習
い事の教室

児童館・学童クラブ

図書館、公民館

青少年の居場所

公園、山や川など自然のあ
る所

ゲームセンター、カラオケ
ボックス、マンガ喫茶など
のお店

コンビニエンス・ストア、
ファストフードなどのお店

その他

ホッとできる場所はない

無回答

60.7

62.4

29.9

23.2

7.1

16.9

8.2

16.0

0.9

24.8

13.5

7.9

5.4

1.8

0.0

80.8

49.3

29.0

15.9

3.5

19.0

3.7

11.0

1.4

22.1

18.8

10.8

5.9

2.2

0.0

84.5

47.3

20.9

15.5

5.5

8.2

0.9

12.7

1.8

20.9

18.2

5.5

2.7

1.8

0.0

0 20 40 60 80 100

小学生

（回答者数 = 773）

中学生

（回答者数 = 511）

高校生

（回答者数 = 110）
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（７）その他について 

問 24 あなたは、「子どもの権利」を知っていますか。 

小学生では、「知らなかった」の割合が 53.9％

と最も高く、次いで「名前は知っているが内容は

知らなかった」の割合が 26.6％、「名前も内容も

知っている」の割合が 18.0％となっています。 

中学生では、「知らなかった」の割合が 38.6％

と最も高く、次いで「名前も内容も知っている」

の割合が 32.7％、「名前は知っているが内容は知

らなかった」の割合が 28.0％となっています。 

高校生では、「名前も内容も知っている」の割

合が 45.5％と最も高く、次いで「知らなかった」

の割合が 28.2％、「名前は知っているが内容は知

らなかった」の割合が 25.5％となっています。 

 

 

 

 

 

％

名前も内容も知っている

名前は知っているが内容
は知らなかった

知らなかった

無回答

18.0

26.6

53.9

1.4

32.7

28.0

38.6

0.8

45.5

25.5

28.2

0.9

0 20 40 60 80 100

小学生

（回答者数 = 773）

中学生

（回答者数 = 511）

高校生

（回答者数 = 110）
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